












る。 しかし,BPDのトラウマは 「外傷後ス トレ








































































べられているような, Hd反応, Stange Human
反応などの量的な違いは特に見られなかった。両
















on‐seとPersonal Responseであつた。 特に ,
Fabulization ResponseについてはPTSD群のほ
とんどの事例に強い感情を示すaffective elabora―
tionがみられ,そのいくつかには外傷的出来事の
想起がみられた。これはBPD群にもみられるが,
BPD群の場合はoverelaborationなどの作話機能
が強い表現の方が特徴的である。また,被害的な
内容の反応には作話機能は強く働く傾向があるよ
境界性パーソナリティ障害のロールシャッハ反応に関する臨床心理的研究 成願めぐみ
うである。N群については,ほとんどの事例に強
い情緒の表現はなかつた。
Fabulization Responseでは先行研究に見られ
る「作話反応」や「作話的結合反応」の範疇に入
るものと思われ,本研究でも同様の結果がみられ
たということになる。またPersonal Responseは
個人的経験と現実吟味の在 りようが問題となるカ
テゴリー であるが,これによつて自己関連付けの
強い反応や,過去の出来事の侵入的想起が生じ,
トラウマと強く関連性のある指標であると思われ
る。
また,PTSD症状に視′点を当てた分析,および
イメージカー ドの分析では, 3群を比較して,P
TSD群ではそれぞれの トラウマを思わせる反応
が生じており,また,BPD群でも対人関係を含
めた外傷的体験を思わせる反応がみられ,それら
は往々にしてMost Disliked Cardに選択されて
いた。また,両親との関係に トラウマ的な状況が
ある事例には被害的場面や,不穏な関係性が象徴
的に表現されていたり,直接的にFather lmage
CardやMother lmage Cardに表現されたりして
いた。このような視点もロールシャッハ反応を読
む際, トラウマを知るための助けになるのではな
いかと考える。
以上が本研究でおぼろげながら見えてきた「ロー
ルシャッハ反応における,境界性パーソナリティ
障害の トラウマの軌跡」である。この他,分析が
できなかつたものや,考察の不十分なものもある
が,今後の課題としたい。
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